
～ 2026年　2月　6日

（対象者数） 8 （回答者数） 2

～ 2026年　1月　31日

（対象者数） 5 （回答者数） 2

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

今後も、保護者からの聞き取りをしながらその子の強み（好

きなこと、得意なこと）を活かして、それを支援の中に取り

入れていく。

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

防災訓練などを活動で行った際は、マニュアルに準じて行っ

ている旨を機関紙や帰りの送迎時に周知していく。

2

ホームページの情報の充実を図っていく。また、発信の媒体

を増やしていく。

3

災害緊急時や防犯時等のマニュアルがあることが周知されて

いない。

マニュアルはあるため、機関紙などで保護者に伝えていく必

要がある。

すいっちで実施している児童発達支援の周知が外向けに十分

発信できていない。

ホームページで発信しているものの、まだ利用が系列の児童

発達支援センターいっぽ利用児に限られている。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年　3月　11日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

個別指導を実施している。 ケースごとで保護者の意向を聞き、その子どもに合った課題

への取り組み（支援）を実施している。

○事業所名 すいっち城山

○保護者評価実施期間
2026年　1月　5日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
2026年　1月　5日

事業所における自己評価総括表公表


